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21世紀を代表する会社を創る

Vision



Mission Statement

インターネットという成長産業から軸足はぶらさない。

ただし連動する分野にはどんどん参入していく。

オールウェイズFRESH!

能力の高さより一緒に働きたい人を集める。

採用には全力をつくす。

若手の台頭を喜ぶ組織で、年功序列は禁止。

スケールデメリットは徹底排除。

迷ったら率直に言う。

有能な社員が長期にわたって働き続けられる環境を実現。

法令順守を徹底したモラルの高い会社に。

ライブドア事件を忘れるな。

挑戦した敗者にはセカンドチャンスを。

クリエイティブで勝負する。

「チーム・サイバーエージェント」の意識を忘れない。

世界に通用するインターネットサービスを開発し、グローバル企業になる。



トップメッセージ

平素より御高配を賜り、誠にありがとうございます。

サイバーエージェントは1998 年の創業以来、「21世紀を

代表する会社を創る」というビジョンを掲げ、進化の早い

インターネット産業で、事業拡大を続けてまいりました。

「事業」と「人材」を同時に育成するための様々な独自の

取り組みが奏功し、21 期目を迎えた 2018 年度も過去

最高の連結売上高を更新しております。

また、「サステナビリティ」の重要性が増す今、雇用の創出、

社会的価値のあるサービスの提供、国際的な競争力となる

未来の技術者の育成、スポーツ支援など事業を通じたCSR

活動も同時に取り組み始めております。

引き続き、事業拡大、社会的価値の創造を実現させ、新たな

成長ステージへ向けた持続的な経営を目指してまいります。

全てのステークホルダーの皆さまへ

03トップメッセージ
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サステナブルな成長を
実現する仕組み

Special
Contents

サイバーエージェントは持続

可能（サステナビリティ）な経営

を重視し、新規事業の創造や人

材育成、技術の発展に寄与する

施策を展開し、事業拡大につな

げています。

05サステナブルな成長を実現する仕組み



サステナブルな成長を実現する仕組み

サイバーエージェントでは市場環境の変化に合わせ、これまで

多くの新規事業を立ち上げ、大型のM&Aに頼らない自前

成長を続けてきました。多くの新規事業を積み上げるだけ

でなく、撤退ルールを明確にした仕組みを設けることで、

常に挑戦できる環境を創り、継続的な企業成長を目指します。

事業編

06サステナブルな成長を実現する仕組み　事業編



Special Contents

新規事業を創る仕組み

あした会議の様子

あした会議

取締役を中心としたチームで、サイバーエージェントの

「あした（未来）」に繋がる新規事業や課題解決の方法

などを提案、決議する会議。

年に2回、各取締役が選抜した事業責任者や専門分野

にたけた人材とグループを組み提案、採点によりラン

キングを競います。

2006 年に開始した「あした会議」で設立が決まった子

会社数は27社。それら新規事業から累計売上高約

2,000億円※、営業利益約300億円※を創出し、事業拡大

に寄与しています。

07サステナブルな成長を実現する仕組み　事業編

※2018年9月末までの累計額



「スタートアップ JJJ」表彰式の様子

Special Contents

新規事業を創る仕組み

グループ経営企画室によるサポート

新規事業（Jigyo）人材（Jinzai）時 価 総 額（Jika sou 

gaku）育成プログラム。原則設立２年以内で収益化

していないスタートアップ事業を対象に、市場 No.1や

サイバーエージェントに大きなインパクトを与えられる

事業になってほしいという想いから時価総額評価と

しています。

「スタートアップJJJ」は、時価総額によって事業をランク

分けし、事業成長を図るとともに、６四半期連続停滞

している事業や競争優位性が見い出せない場合は、

事業撤退というルールを明確化しています。また、 2018

年10月よりグループ経営企画室を設置し、業務提携

などの支援を行いスピーディーかつ着実な事業の成長

を後押しします。

社員・内定者向けの事業プランコンテスト。経営陣への

プレゼンテーションを経て、事業案が決議されればすぐに

事業化へと移ります。サイバーエージェント流の新規事業

を生み出す仕組みの1つです。

スタートアップチャレンジ（新規事業コンテスト）

08サステナブルな成長を実現する仕組み　事業編

想定時価総額ごとにランク付け

事業価値向上に向けた評価指標

30億円以上～50億円未満

5億円以上～10億円未満

10億円以上～30億円未満

1億円以上～5億円未満

算定不能～1億円未満シード

アーリー

シリーズA

シリーズB

上場
前夜

想定時価総額50億円以上で
上場上位の「CAJJ」に

撤退基準 シードが 6 四半期 (1年半)連続で続く、
粗利益が 3四半期連続で減少するなど

スタートアップ JJJ



撤退基準を設けた
事業管理の仕組み

CAJJプログラム会議の様子

09サステナブルな成長を実現する仕組み　事業編Special Contents

サイバーエージェント（CyberAgent）事業（Jigyo）人材

（Jinzai）育成プログラム。

営業利益によって事業をランク分けし、事業成長を図る

とともに、2四半期連続で減収減益になったら撤退もしく

は事業責任者の交代といった撤退基準を設けています。

また、月に一度、CAJJプログラムに所属する全ての子会社

や事業を集めた会議を開催する事で、グループ内シナ

ジーの強化やリスク管理の横展開など競争と協業を促進

しています。

CAJJプログラム

四半期営業利益
10億円以上

四半期営業利益
1億円以上

営業利益黒字

J1

J2

J3

撤退基準　2四半期連続で減収減益になったら撤退

事業のランク分け



10サステナブルな成長を実現する仕組み　人材編

サイバーエージェントは創業以来、人材が重要な資産と位置

づけ「採用・育成・活性化・適材適所」を重視し経営しています。

大きな設備投資などを必要としないインターネット産業では、

優秀な人材が競争力になると考え、社員一人ひとりがモチベー

ション高く挑戦する事が、事業の成長、業績の向上につながる

と考えています。

サステナブルな成長を実現する仕組み

人材編

半年に一度開催されるグループ総会での受賞者スピーチの様子



経営人材の育成

YMCAあした会議の様子

20代の若手社員活性化組織。若手版「あした会議※」や

若手版社員総会の実施を通じ、20代社員の部署を越え

たコミュニケーション促進、経営への提言などを行って

います。

YMCA

※「あした会議」：7ページ参照

入社数年目までの社員を子会社の社長に登用する「抜

てき人事」。これまで延べ50人の新卒社長を抜てきし、

ベンチャースピリットを持った意欲ある若手社員に

「チャレンジ」する場を与えることで成長を促し、継続的

な事業拡大の原動力につなげています。

新卒社長

Special Contents 11サステナブルな成長を実現する仕組み　人材編

経営人材を早期に育成するため若手社員向けに様々な

仕組みを導入しています。子会社の社長に登用する「抜

てき人事」や次世代の経営者候補を育成する「YMCA

（20代の若手社員活性化組織）」など、優秀な若手社員

と経営陣との接点を増やし、次世代の経営人材の創出

に取り組んでいます。

入社８年目に就任

桑田 栄顕

（株）サムザップ

スマートフォンゲーム「戦
国炎舞-KIZNA-」など企
画・開発・運営

入社４年目に就任

山内 隆裕

（株）CyberZ

スマホ特化型マーケティ
ング支援事業

社員

会社名

事業内容

活躍する主な新卒社長

入社２年目に就任

合田 武広

（株）マッチングエージェント

趣味でつながる恋活サー
ビス「タップル誕生」を
運営

入社４年目に就任

上野 朝大

（株）CA Tech Kids

小学生向けプログラミン
グスクールを運営

中山 亮太郎

入社８年目に就任

（株）マクアケ

クラウドファンディング
「Makuake」の運営



Special Contents

Battle Conference U30 秋葉原ラボの様子

12サステナブルな成長を実現する仕組み　人材編

サイバーエージェントでは、データ解析やデータマイニ

ング、AI 活用などの研究を行うための専門組織を設け

ています。研究に適した設備の提供や、各事業領域で

蓄積された技術的知見を積極的に共有し、部門・職種

を越えた技術者同士の交流を促進することで、さらなる

技術力の向上と事業の成長に努めています。

技術力の向上

様々なインターネット企業のUnder30（20代）のエンジニア

が登壇、参加する技術カンファレンス。 技術的知見の共有

や向上を目的に、トークバトルやプログラミングコンテスト

が行われます。年に一度、会社や所属の垣根を超え、若手

エンジニア同士の交流を生んでいます。

Battle Conference U30

大規模データ処理や分析、機械学習などを専門とするエ

ンジニアが在籍する研究開発組織です。サイバーエージェ

ントのメディアサービスから得られるデータを応用し、

活用することで会社の発展に寄与しています。

秋葉原ラボ



Special Contents

CA BASE CAMPの様子 AI Lab オフィス 産学連携で研究・開発に取り組むエンジニア

13サステナブルな成長を実現する仕組み　人材編

全社のエンジニア・クリエイターのノウハウ共有や交流を

促進することで、チーム・サイバーエージェントとしての技術

力強化を目的としたカンファレンス。

CA BASE CAMP

人工知能（AI）を活用した広告配信技術の研究・開発を

目的に設立。機械学習、計量経済学、コンピュータビジョン、

自然言語処理、HAI/HRIなどを専門とする研究者が所属

し、広告を取り巻く様々な課題の定義及び解決に取り組

んでいます。

AI Lab

様々な大学や研究機関と連携し、人工知能(AI)などの最新

技術を研究しています。その研究成果をアドテクノロジー

や新しい広告手法など様々なサービスへ応用することで、

付加価値の高いプロダクトの開発に努めています。

産学連携



01
中長期の成長戦略をはじめ、広告

事業、ゲーム事業、メディア事業

からなる 主要３事業の業績や今後

の戦略等を紹介。またesportsや

マッチングサービスなど 高成長が

期待できる新規事業を特集して

います。

14成長戦略と競争優位性

成長戦略と競争優位性



15成長戦略と競争優位性　成長戦略とトラックレコード

創業から21年、成長産業を見極め、サイバーエージェント

は過去2 度の大型先行投資により、継続的な事業拡大

を実現してきました。若い世代のスマートデバイスに

よる動画視聴が習慣化されつつある今、インターネット

テレビ局「AbemaTV」を中長期の柱にすべく3度目の

先行投資を行っています。

広告事業が順調な中、さらに高収益な企業体を目指し、

ブログの立ち上げに注力。2009 年には、国内最大級の

ブログサービスに成長し、2010年には黒字転換を達成

しました。

成長戦略と
トラックレコード

営業利益のイメージ

2004年  ブログ事業への投資

多くの人材や経営資源をスマートフォン事業にシフト。

「Ameba」・広告・ゲームのスマートフォンデバイス

対応により、2015年には連結売上高の 80% がスマート

フォン事業へ転換。

2013年  スマートフォンシフト

過去２度の先行投資

メディア事業

Ameba
スマート
フォン化

ゲーム事業

スマートフォン
ゲームに

参入

広告事業

スマートフォン
広告を

強化

先行投資期と
収穫期を繰り返し成長

71億円

23億円

Abema営業利益

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

広告事業

ゲーム事業

ブログへの投資

スマートフォンシフト

動画事業への投資

メディア事業



16成長戦略と競争優位性

インターネット産業に軸足をおいた、3 本柱の事業ポートフォリオを展開しています。事業内容と優位性

Game
Business

ゲーム事業

Internet AD
Business
インターネット広告事業

Media
Business

メディア事業

Cygames, Inc. AbemaTV



17事業内容と優位性　インターネット広告事業

1998年の創業以来、インターネット広告

事業を展開しており、国内トップシェアを

誇ります。

広告効果を最大化する運用力を強みに、

広告事業やアドテクノロジー事業など総合

的なソリューションを提供。各メディアから

高い評価を受け表彰して頂いています。

インターネット広告事業
事業内容と優位性

1 2 3 4 5 6 7 8

CRITEO株式会社　Criteo Certified Partners（スター代理店制度）最上位ランク代理店 ファイブスター (★★★★★)を 6期連続獲得

ヤフー株式会社　「2018年度 Yahoo! JAPANエージェンシーカンファレンス」「ディスプレイ広告賞」受賞

Twitter Japan　「#TwitterAgencySummit」エージェンシーアワード　「ゴールド賞」 及び「エリア賞（西日本）」「MAP賞」の 3賞受賞

Facebook®社 「Instagram Partner Program」「Ad Technology」部門のパートナー企業に認定

1

2

3

4

5

6

7

8

LINE 株式会社　LINE Biz-Solutions Partner Program　「LINE Biz Account」部門「Sales Partner」の「Gold」に認定

LINE 株式会社　LINE Biz-Solutions Partner Program　「LINE Ads Platform」「Sales Partner」最高ランク「Diamond」に 2期連続認定
LINE 株式会社　LINE Biz-Solutions Partner Program　「LINE Account Connect」部門　「LINE 公式アカウント」で「Diamond」　受賞
LINE 株式会社　LINE Biz-Solutions Partner Program　「LINE Account Connect」部門　「Sales Partner」の「Gold」に 2期連続認定



18事業内容と優位性　インターネット広告事業

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

1,138

1,428

1,754

2,081

2,414

516

621

522

535

449

482

906

1,218

1,632

1,931

億円

売上高 営業利益と営業利益率

91.2

115.2

151.5

187.1

213.4

8.0%

億円

8.1% 8.6% 9.0% 8.8%

インターネット広告事業
事業内容と優位性

スマートフォン広告が牽引し
YonY16.0％増

高水準の営業利益率を維持し
YonY14.0%増

PC・その他

スマートフォン



19事業内容と優位性　インターネット広告事業

インターネット広告事業の成長率

スマートフォン広告市場シェア

FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

インターネット
広告市場

2017年

当社シェア
21％

※成長率の推移：2012年を「100」とした成長率
出典　（株）電通発表「日本の広告費 2017」と当社売上高より算出

出典　（株）電通、（株）CCI、（株）D2C発表「インターネット広告市場規模推計調査」と当社の売上高合計より算出

競合優位性

今後の戦略

1

2

3

運用型広告※を中心に広告効果の最大化

成長分野であるスマートフォン広告に強い

スケールメリット＆先行者利益

※運用型広告　インターネット広告市場の約 8割を占める

1

2

3

AI等のアドテクノロジーや人的ノウハウによる運用力のさらなる向上

動画広告の伸長によるクリエイティブ力の強化

販売促進を目的とした広告主に加え、ブランディングを目的とした新規広告主の開拓

二桁成長が続く
インターネット広告市場
よりも高い成長率

インターネット広告事業の
売上高に占める
スマートフォン広告は
約8割と競争力に



20事業内容と優位性　ゲーム事業

2009 年から開始したゲーム事業は、主力

タイトル 8本を中心にスマートフォン向け

ゲームを提供し、（株）Cygames を筆頭に

子会社14社が、様々なジャンルのゲームを

開発・運営しています。

　Nintendo / Cygames　配信元：任天堂　　　BanG Dream! Project 　　Craft Egg Inc.　　 bushiroad All Rights Reserved.

ゲーム事業
事業内容と優位性



21事業内容と優位性　ゲーム事業

売上高 営業利益

507

870

1,226

1,403
1,465億円

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

ゲーム事業
事業内容と優位性

84.7

178.7

304.5

265.0
253.0億円

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

新規タイトルのヒットと
既存タイトルの運用により
YonY4.5％増

収益性は低下するものの、
一定規模の利益を創出
する事業へ



※1 １ドル＝114円換算
※2 ゲーム市場の国別ランキング「2018 Global Games Market Report」 Newzoo

22事業内容と優位性　ゲーム事業

競合優位性市場環境

今後の戦略

1

2

3

主力タイトルが複数あることで、ボラティリティが少ない安定した事業に

ゲームの人気を長く保つためのイベント等の運用力

運用ノウハウや開発技術のグループ横展開

1

2

3

継続的なスマートフォンゲームのヒットタイトルの創出

ゲームの長寿命化に向け、既存タイトルの運用を強化

オリジナル IPに引き続き、他社 IP の展開も注力

日本のゲーム市場は、中国、アメリカに次いで世界第３位の規模。2017年には192億ドル※1

（約2.1兆円）の産業に

ゲーム市場の国別ランキング※2

ゲーム事業セールスランキング※7

379億ドル1

2

3

304億ドル

192億ドル

中国

アメリカ

日本

国順位 規模

9月

2013年

1位
10位

30位

100位

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
3月3月 9月 3月 9月 3月 9月 3月 9月 3月 9月

ドラゴンクエスト
モンスターズ
スーパーライト※3

2

バンドリ！
ガールズバンド
パーティ※5

6

7 プリンセスコネクト！
Re:Dive

アイドルマスター
シンデレラガールズ
スターライトステージ※4

4

戦国炎舞！KINZA！1

シャドウバース5

ドラガリアロスト※68

グランブルー
ファンタジー3

※3 「ドラゴンクエストモンスターズ スーパーライト」： © 2014-2018 ARMOR PROJECT/BIRD STUDIO/SQUARE ENIX All Rights 
Reserved. ©SUGIYAMA KOBO Developed by Cygames, Inc.

※4 「アイドルマスター シンデレラガールズ スターライトステージ」： © BANDAI NAMCO Entertainment Inc. （株）バンダイナムコエンター
テインメント、（株）Cygames の共同開発、運営

※5「バンドリ! ガールズバンドパーティ!」： © BanG Dream! Project ©Craft Egg Inc. ©bushiroad All Rights Reserved
※6「ドラガリアロスト」：© Nintendo / Cygames 配信元：任天堂
※7 セールスランキング：「AppDB」よりApp Storeトップセールスランキングを算出。1か月のランキングの平均値を利用（2018 年10月は、

1日までの平均値を使用）
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2018年

100位

20位
1位

9月27日 10月1日 10月6日 10月12日 10月18日

2018年9月27日に（株）Cygamesが、任天堂（株）と共同で開発・運営※2 する

「ドラガリアロスト」を提供開始（日本・台湾・香港・マカオおよび北米向け）

新規タイトル「ドラガリアロスト※1」

※1  「ドラガリアロスト」© Nintendo / Cygames　配信元：任天堂
※2  （株）Cygamesと任天堂（株）は、2018 年 4月27 日にスマートデバイスにおける業務提携し、

協業を円滑に進めるため、任天堂（株）は（株）Cygames の発行済株式数の約５％を取得

● 日本

● 香港

● 台湾

● マカオ

● 北米

「ドラガリアロスト」台湾・香港・マカオのセールスランキング※3 1位に（10月18日）

※3 セールスランキング「App Annie」より App Storeトップセールスランキングを算出（2018年9月27日～10月18日）
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テレビ朝日とのジョイントベンチャーにて、

インターネットテレビ局「AbemaTV」を

2016 年 4 月に開局。国内最大規模のブロ

グサービス「Ameba ブログ」など、多く

の方々にお楽しみいただけるメディアサー

ビスを提供しています。

メディア事業
事業内容と優位性

AbemaTV
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売上高 営業利益

233
219

256

314億円

FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

23.3

-209 -208億円

23.4

-99.6

26.5

-22.8

0

30.9億円

FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

メディア事業
事業内容と優位性

インターネットテレビ局
「AbemaTV」と
マッチングサービス
「タップル誕生」により増収

「AbemaTV」等への
先行投資を継続し、
FY2018は先行投資による
営業損失200億円

既存事業
ブログサービス、「タップル誕生」等

先行投資
「AbemaTV」等
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競合優位性「AbemaTV」とは？

WAUの推移

今後の戦略

1

2

3

競合のいないビジネスモデルを展開

インターネット広告事業、ゲーム事業等とのグループシナジー

既存事業による強固な財務体制

1

2

3

「リニア×オンデマンド視聴」を軸とした競合のいないビジネスモデルを、

パイオニアとして確立させていく

視聴習慣をつくるため、コンテンツ強化を最優先

ネット接続テレビの普及や5Gなど環境の変化に合わせた投資を行う

ニュースやオリジナル番組など約20チャンネルを無料放送し、各スマートデバイスに適した

操作性とユーザー体験を提供

「AbemaTV」特徴と強み

※WAU　週に一度 AbemaTV を視聴する利用者数

無料 24時間
編成

約20
チャンネル

若年層
ターゲット

多彩な
コンテンツ

TV
クオリティ

0秒再生
スムーズな
視聴

各デバイス
に適した
UI・UX

￥
24 secCH20

118

4月
2016年 2017年 2018年

6月 9月

267

475

550
568

510

729

658

591
623

550

269

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月

352

418

628万人マスメディアとして
1000万WAU※を目指す
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AbemaTV

インターネットテレビ局「AbemaTV」は、

オリジナル番組を強化しています。
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対象機種　4K有機ELテレビ『A8Fシリーズ』ならびに4K 液晶テレビ『X9000Fシリー
ズ』をはじめとする4Kブラビア®4シリーズ14 機種

対応機種　2019 年1月以降に発売する4Kテレビ「ビエラ」

機能の拡充

1 2ソニー（株）の「ブラビア®」と、パナソニック（株）の「ビエラ」の4K テレビのリモ

コンに「AbemaTV」ボタンが搭載。自宅のテレビでもより快適に視聴が可能。

ソフトバンク（株）の新料金サービス 「ウルトラギガモンスター＋」に対応。 

「AbemaTV」のデータ通信量がカウントフリーに。

広告商品の拡販＆コンテンツの強化

2018年10月23日に（株）電通、（株）博報堂ＤＹメディアパートナーズと資本業務提携を発表。

「AbemaTV」の広告販売の強化、コンテンツ調達の協業等。

ソニー（株）「ブラビア®」

パナソニック（株）「ビエラ」

AbemaTV
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esports

esportsは、2018 年 8月開催の「アジア競技大会」で競技化され、各社がプロチームを発足

するなど盛り上がりをみせています。当社は３つのesports関連事業を展開し、グループ力

を強みに esports市場の拡大に貢献していきます。

月間利用者200万人を超える
国内最大級のゲーム動画
配信プラットフォーム

esportsやゲーム実況動画等を
放送するゲーム専門チャンネル
「ウルトラゲームス」の提供

来場者3.5万人越えの
esports大会を開催

グループシナジー

新規事業
事業内容と優位性

esports 大会の様子
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マッチングサービス

サイバーエージェントでは、早期に成長市場を見極め、参入することにより新たな事業を

生み出してきました。マッチングサービスは、日本でも一般化しており、恋活・婚活中の

3人に 1 人が利用していると言われています。※1

当社では３つのサービスを提供しており、その中でも2014 年から開始した「タップル

誕生」は、国内最大級のアプリへと成長しました。今後もマッチングサービス市場が年

30％以上の伸張が見込まれる中、シェア拡大に努めていきます。

※1 「Love Techラボ」において、マッチングサービスの利用経験がある全国の20代～40代男女500人を対象に調査
※2 2018年10月時点
※3 安心、安全なマッチングアプリ運営のための取り組みは60ページを参照

400万人※2が利用する趣味でつながる恋活サービス

20歳から24歳の若い世代が利用者の半数を占める

当社では、運営するマッチングアプリにおいて、すべての方に安心、安全に楽しめるマッチング
アプリの提供を目指し、以下の取り組みを実施しています。

1　不審行動を24時間365日監視

2　メッセージのやり取りをする前に公的身分証明書により、18歳以上の年齢確認を実施



数字で見るサイバーエージェント

02
設立21期目連結売上高4,195億円

と過去最高を更新し、継続的な

事業拡大を続けています。

投資判断に必要な財務ハイライト、

経営指標や株主還元など定量情報

をまとめています。

31数字で見るサイバーエージェント

FY2018
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連結売上高 4,195 億円

増収率 13 %

営業利益 301億円

連結従業員数 4,988人

女性管理職比率 21 %※サイバーエージェント単体

技術職比率 33 %※サイバーエージェント単体

子会社　 106社

配当性向 83 %

DOE 5 %

※2018 年9月期

数字で見るサイバーエージェント
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19.1%

24.4%

18.9%

5.2%
6.0%

7.5%

5.2%
4.4%

5.2% 5.0%

財務ハイライト

連結売上高

当期純利益※ 配当総額と配当性向 自己資本 ＲＯＥ（自己資本利益率） DＯＥ（自己資本配当率） 経営指標

営業利益

※1 投資育成事業を除く既存事業　広告事業・ゲーム事業・メディア事業の「Ameba」「タップル誕生」等
※2 先行投資事業　（株）AbemaTV等

※親会社に帰属する当期純利益を示す（株）AbemaTVが連結納税対象外であること、（株）Cygamesの非支配株主持分等の影響があります

95

147
136

40
48億円

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

545
667

771 789
817億円

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

37

31 31

40 40億円

39.4%

83.0%

21.2% 23.1%

100.0%

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

FY2000 FY2006 FY2012 FY2018

4,195億円

FY2019(予想)

4,700億円創業来、過去最高を更新
FY2018は、4,195億円
YonY+13.0％

2016年4月に開局した
「AbemaTV」への先行投資を継続し、
FY2018は、301億円

FY2019(予想)

500億円510億円

208億円

FY2000 FY2006 FY2012 FY2018
FY2019(予想)

200億円

既存事業※1の営業利益

先行投資※2の営業損失
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経営指標

サイバーエージェントは、変化対応力を強み

に、先行投資と収穫期を繰り返しながら

事業拡大を続けています。2016 年4月より

インターネットテレビ局「AbemaTV」を開局

し、新たな投資期に入りました。そのため

2017年9月期より、ROEと配当性向をかけ

た DOE を経営指標として導入。投資期に

おいても、株主の皆さまに中長期で応援

していただけるようDOE5％以上を目安に

しています。

経営指標

※FY2014は、東証一部への鞍替えを記念し記念配当を実施

ROE DOE配当性向

19.1% 18.9%

5.2%
6.0%

24.4%

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

39.4%

23.1%

100.0%

83.0%

21.2%

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

7.5%

4.4%
5.2% 5.0%

2.6%

5.2%

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

東証平均

6.0%

83.0%

5.0%

ROE 配当性向 DOE

2017年度よりDOE5%以上を目安に
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※サイバーエージェント株価と日経平均の比較
2000年3月を１としたサイバーエージェントの株価と日経平均の推移

株主還元

株主の皆さまに対する利益還元を経営の

重要課題と認識しており、事業の成長、資本

効率の改善等による中長期的な株式価値の

向上とともに、配当を継続的に実施する予定

です。

株主還元策

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
FY2000 FY2001 FY2002 FY2003 FY2004 FY2005 FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018

日経平均

（予想）

25円

32円 32円 33円

25円

FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019

サイバーエージェント株価と日経平均の比較※ 配当金の推移
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従業員情報

※管理職　マネージャー以上と、一定グレード以上のプロデューサー・ディレクター職
※サイバーエージェント単体　役員・正社員1,551名（ 2018 年9月末時点）

男女別 職種別 年代別

管理職の男女別構成 新卒・キャリア採用 勤続年数

男性

79%

女性

21%
キャリア

60%

新卒

40%

男性

68%

女性

32% 20代

41%
30代

46%

40代以上

13%

３年未満

40%

３-5年未満

17%

5-7年未満

14%

7-10年未満

11%

10年以上

18%

ビジネス職

67%

エンジニア職

25%

クリエイター職

8%

性別に関係なく
様々な社員が
活躍しています

創業来、採用に
力を入れており
特に新卒採用は
積極的に行っています

技術職の社員が
33%を占めています

平均年齢は31歳

女性管理職※が
2割以上です

勤続5年以上の
社員が43%
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22.8%

入社３年目以内の管理職比率 離職率

働くママ 産休育休後の復帰率

98.3%

9.3%

産育休中

8%

働くママ

26%
ママではない
女性社員

66%

女性社員の26%が
ママ社員

年功序列を排除し若手
社員にも新会社の立ち
上げを任せるなど、抜擢
するカルチャーが浸透

優秀な人材の確保が要
となるインターネット産業
では、社員の定着は企業
の競争力に

女性社員向けの
「macalon パッケージ」
など福利厚生の充実に
より98%の復帰率

※サイバーエージェント単体　役員・正社員1,551名（ 2018 年9月末時点）
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女性活用
数字で見るサイバーエージェント

2017年9月、女性社員が「あした会議」※で自ら提案し立ち上げた、全社の女性横断組織

「CAramel（カラメル）」。ライフステージの変化によってキャリアへの影響を受けやすい女性が、

中長期的な視点で自身のキャリアを捉え、自らキャリアを確立していけること目指し、女性社員

の交流を目的としたイベントを実施しています。その響きの通り「たくさんの女性社員同士の

＜絡める＞場をつくる」という意味が込められており、延べ315名の女性社員が参加しています。

女性横断組織「CAramel（カラメル）」

サイバーエージェントの社員における女性比率は32％で、うち女性管理職の比率は、プロデュー

サー・ディレクターを含め21%です。2014 年に新卒入社7年目（当時）の女性社員が当社初の

女性執行役員となり、2017年には女性が取締役に就任。また、連結子会社においては代表

取締役 2 名、取締役6名、監査役5名の女性を登用しています。

女性社員の活躍の場は多様化しており、管理職に限らず営業職やデザイナー職など、希望に応じて

現場で活躍するプロフェッショナルも増えています。性別に区別なく成果に応じた評価を行い、

有能な社員が長期にわたって活躍し続けられる環境づくりに力を注いでいます。

2014年5月、出産・育児を経ても女性が長く継続して働くことができる職場環境を目指し、人事

制度「macalon（マカロン）パッケージ」を導入しました。不妊治療の通院などを目的に取得

できる「妊活休暇」や、子どもの急な発病や登園禁止期間など子どもの看護時に在宅勤務できる

「キッズ在宅」、高額な認可外保育園料の一部を会社が負担する「認可外保育園補助」といった

8つの制度から構成され、そのネーミングには「ママ（mama）がサイバーエージェント（ca）で

長く（long）働く」という意味が込められています。このような取り組みの結果、現在の産休・

育休後の復帰率は 98％です。

女性活躍促進制度「macalon（マカロン）」

※あした会議　経営陣を中心としたチームで、サイ
バーエージェントの「あした（未来）」に繋がる新
規事業案や中長期での課題解決案を提案、決議
する会議

女性社員向けイベント「CAramel」の様子
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2018年6月、「動画広告」に特化した広告代理事業を行う（株）CyberBull（以下、サイバーブル）に、
小学生の子どもを持つ女性が取締役に就任しました。

取締役への打診を受けたとき、経営に強い

興味を持っていたので、取締役という「選択」

は、私にとってごく自然なことでした。ママ

だから、両立が大変だから、やりたいことを

諦めるのってすごく勿体無いことで、自己

成長に制限をかける理由にはならないと

思いますし、サイバーエージェントにはそれ

を応援してくれる制度やカルチャーがあり

ます。

私は、新卒でサイバーエージェントに入社し

て、早い段階で妊娠・出産を経験したので、

仕事に対する大きな達成感を得られぬまま

一時的に仕事から離れました。そのため、

何か大きな成果を出して会社に貢献したい

という思いは誰よりも強い。2012年の育休

復帰当初から「自身のジョブサイズを広げた

い」という強い思いを持って仕事に取り組ん

できました。

サイバーブルでは人事業務からスタートし、

現在はバックオフィス全体を見るようになり

ました。これから更に人事領域のスキルを

高め、また、これまでの様々な経験を生かす

ことで、誰にも負けない「組織作りのプロ」

を目指します。「意思を持ってキャリアを

創る」ことが、ライフステージの変化に適応

できるキャリアだと考えていますし、結果と

して会社への貢献にもなると思っています。

急成長企業を支える、“ママ”取締役

2007 年サイバーエージェント新卒入社。大阪にて子会社支社の立ち上げに携わった後、広告営業。夫の転勤
により、2010年に東京へ。2010年12月に出産、2012年4月に仕事復帰。「Ameba」のプランナーを経て、
2014年12月にマネージャーへ。2015年11月からスタートアップ子会社のバックオフィス支援を行う。その後、
2016年10月サイバーブルへ。バックオフィス全体の責任者を経て、2018年 6月より現職。

株式会社CyberBull　取締役　　木村 麻衣子



03
サイバーエージェントは、創業以来

インターネット領域で事業を展開

してきました。これまで事業を通

じて得た知見と有する経営資源

を生かし、持続的成長を可能とする

社会への貢献を目指しています。

ESG
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企業倫理ガイドライン

本ガイドラインは、「Mission Statement（サイバーエージェント行動規範）」に基づき、サイバーエージェントの取締役、

従業員（非常勤従業員、 臨時従業員等を含む)、及び業務委託先等会社業務に従事するすべての者が遵守すべき基本的な事項

を定め、ステークホルダーの立場を尊重し、企業としての社会的責任を果たすことを目的とするものです。

目的

私たちは、サービスやプロダクトを次の事項に配慮して開発・提供します。

（１） 多様化する消費者・顧客のニーズを把握し、社会的に有用なサービスやプロダクトを開発・提供します。

（２） サービスやプロダクトについて、安全性及び品質を確保します。

（３） 消費者・顧客に対して、サービスやプロダクトに関する適切な情報を提供します。

（４） 消費者・顧客からの問合せ等に誠実に対応します。

（５） 個人情報保護規程に基づき、個人情報・顧客情報を適正に保護します。

社会的責任

私たちは、公正、透明、競争の自由を尊重し、適正な取引を行います。また、政治、行政との健全かつ正常な関係を保ちます。

同時に独占禁止法等、関連法規に関わる意識を高め、法令を遵守した社内体制の構築を行います。

公正な取引

私たちは、機密情報を管理し、第三者および私たちの知的財産を尊重、保護します。知的財産の保護

私たちは、広く社会とのコミュニケーションを行い、次の事項に配慮して企業情報を適正かつ公正に開示します。

（１）株主・投資家等に正確な情報を提供し、株主総会やインベスター・リレーションズ（IR）活動を通じて、株主・投資家等と

のコミュニケーションを促進します。

（２）インサイダー情報管理規程に基づき、インサイダー取引防止に関する法令の遵守に努めます。

（３）広報活動等を通じて、ステークホルダーに対して、適時適切に情報を開示します。

企業情報の開示
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私たちは、次の事項を考慮して、多様性、人格、個性を尊重するとともに、安全で働きやすい環境を確保します。

（１）ワーク・ライフ・バランスを推進し、多様な人材の就労を可能とする人事制度を構築しています。

（２）雇用及び処遇における差別を行わず、雇用機会の均等を図ります。

（３）労働災害を防止し、従業員の健康づくりを支援します。

（４）従業員の個性を尊重し、従業員のキャリア形成や能力開発を支援します。

（５）従業員と直接あるいは従業員の代表と誠実に対話、協議します。

（６）児童労働・強制労働は認めません。

人権の尊重

私たちは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対して、被害防止のため毅然とした対応で臨みます。反社会的勢力への対処

私たちは、国際的な事業活動において、国際ルールや現地の法律の遵守はもとより、現地の文化、慣習を尊重する経営を行います。海外事業活動

取締役は、次の事項を考慮して、本ガイドラインの実現が自らの役割であることを認識し、社内に徹底、体制を整備し、企業倫理の

徹底を図ります。

（１） リーダーシップを最大限発揮し、「Vision」を明確化します。

（２） 「Vision」や「Mission Statement」の基本姿勢を社外に表明し、具体的取り組みについて情報開示します。

（３）企業倫理の全社的な取り組みを推進します。

マネジメント・リーダーシップ

私たちは、当社の様々なステークホルダーと連携し、本業を軸として社会の課題に対応、持続可能な社会の実現に貢献します。持続可能な社会への貢献
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サイバーエージェントでは「ミッションステートメント」にコンプライアンスに関する項目＜法令
順守を徹底したモラルの高い会社に。＞を設け、高い倫理観と責任感を持って行動することを
意識しています。また法令順守のために必要な教育や環境の整備を継続的に行っています。

コンプライアンス業務の推進を図るため、

2016 年にそれまでの法務室を「法務・コン

プライアンス室」として新設しました。当部

門にて全社のコンプライアンス教育・浸透

を行っています。グループ全体のコンプライ

アンス体制の確立に必要な施策の実施、各

部門における業務に必要な専門的なコンプ

ライアンス研修の定期的な開催を通して、

高い倫理観をもった事業活動が行えるよう

体制を整備しています。

コンプライアンス体制

新卒および中途入社の社員に向け、自社制作

の動画等を用いたコンプライアンス研修を

入社時に実施。

また、入社後も「景品表示法」や「インフラ

セキュリティ」など各部門の特性や、時流に

あわせた追加教育を実施するなど、コンプラ

イアンスに対しての知識と意識を高める

研修を継続的に行っています。

コンプライアンス教育と浸透に向けた取り組み

コンプライアンス

コンプライアンス研修の実施    

コンプライアンス研修のさらなる理解と浸透

を深めるため、イントラネット上に eラーニ

ングを設けています。「個人情報保護」や

「インサイダー取引」など、10 項目以上の

テスト形式のトレーニングが常時学習できる

ようになっています。

eラーニング

当社の取締役及び従業員等がコンプライア

ンス上違反を行っていることを発見した場合、

匿名で問題を通報及び相談することのでき

る相談窓口（内部通報制度）を設けています。

ホットライン
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44ESG　 コーポレート・ガバナンス

サイバーエージェントは「21世紀を代表する会社を創る」を

VISION に掲げ、コーポレート・ガバナンスは継続的に

事業拡大する上での重要課題と位置付けております。法令、

社会規範、倫理などのルールに基づいた企業活動に取り

組みながら、2017 年 10月に取締役会の実効性の向上を

目指し監査等委員会設置会社へ移行。社外取締役 3 名、女性

取締役1名の選任など、取締役会の監督機能および透明性・

公正性の強化に努めています。

コーポレート・ガバナンス

常勤役員会 取締役

各事業部・子会社 各事業部・子会社各事業部・子会社

指揮・監督

指揮・監督

指揮・監督
報告

選任・指揮・監督

監査
監督

選任・解任

権限委譲

内部監査
内部統制評価

助言 助言

内部統制監査会計監査

選任・解任

指揮・監督 指揮・監督

（業務執行取締役11名

常勤監査等委員1名）

（監査等委員ではない取締役

12名うち社外取締役1名）

取締役会

助言

株主総会

会計監査人顧問弁護士等

代表取締役社長

（監査等委員ではある取締役

３名うち社外取締役2名）

監査等委員会

投資委員会 内部監査室

コーポレート・ガバナンス体制図



コーポレート・ガバナンス体制の概要
2018年12月17日現在

企業統治形態

取締役会人数（社外取締役）

監査等委員である取締役（社外取締役）

執行役員制度　

社外役員の選任及び独立性に関する基準

買収防衛策の導入

政策保有株式

コーポレート・ガバナンス報告書

会計監査人

監査等委員会設置会社

15名（3名）

3名（2名）

無

東京証券取引所【独立役員の確保に係る実務上の留意事項】に準ずる

無

事業上の連携強化が見込まれる場合等に「政策保有株式」を保有することがあります。

政策保有株式の議決権の行使は、議案の内容を精査し適切に対応します。

https://www.cyberagent.co.jp/files/user/pdf/way/governance/cg/cgr.pdf

有限責任監査法人トーマツ
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取締役一覧

46ESG　 コーポレート・ガバナンス  取締役一覧

サイバーエージェントは、2008年より独自

の取組として、役員交代制度「CA8」(建設

的な取締役会運営のため取締役の人数を

原則 8  名と定め、2 年度毎に原則 2 名の

取締役を入れ替える)を導入してきましたが、

経営人材の早期育成等一定の成果が出た

こと、更なる事業拡大に伴う体制構築の

ため廃止いたします。

2018年10月からは、多様化する事業ポート

フォリオに対応し経営体制の一層の強化・

充実を図るため、一定期間を「バルクアップ

期間」として取締役の人数を増員し、さらなる

経営人材の育成と筋肉質な経営体制の構築

を図ってまいります。

コーポレート・ガバナンス

役員会議室



独立

47ESG　 コーポレート・ガバナンス  取締役一覧

藤田 晋　代表取締役社長　経営全般 25,909,600株

岡本 保朗　専務取締役　インターネット広告事業管轄 71,400 株

中山 豪　常務取締役　全社機能管轄 354,275株

小池 政秀　常務取締役　メディア事業管轄 48,315株

山内 隆裕　常務取締役　インターネット広告事業管轄 27,479 株

日高 裕介　取締役副社長　ゲーム事業管轄 837,200株

浮田 光樹　取締役　ゲーム事業管轄 3,398 株

13/13

13/13

13/13

13/13

13/13

13/13

13/13

12/13

12/13

内藤 貴仁　取締役　広告テクノロジー・クリエイティブ管轄 66,000 株

長瀬 慶重　取締役　技術開発管轄 3,214株

山田 陸　取締役　AbemaTV広告管轄 3,000 株

中村 恒一　社外取締役 1,496 株

曽山 哲人　取締役　人事管轄 112,249株

※氏名、役職、担当管轄（2018年12月14日現在）　　※保有株式数 (2018年11月末現在)　　 ※○/13は、取締役会出席回数（新任役員は記載なし） 　　※独立役員：東京証券取引所の定めに基づく独立役員

1997年4月
1998年3月
2012年6月
2015年4月

（株）インテリジェンス（現パーソルキャリア（株））入社
当社設立、代表取締役社長就任 (現任)
新経済連盟副代表理事就任（現任） 
（株）AbemaTV代表取締役就任 (現任)

1997年4月
1998年3月
2010年10月
2011年5月

（株）インテリジェンス（現パーソルキャリア（株））入社
当社設立、常務取締役就任
当社取締役副社長就任 (現任) 
（株）Cygames 取締役就任 (現任)

2000年4月
2008年12月
2010年10 月
2014年12月

当社入社
当社取締役就任
当社常務取締役就任
当社専務取締役就任 (現任)

1998年4月
1999年8月
2003年12月
2006年4月

住友商事（株）入社
当社入社
当社取締役就任
当社常務取締役就任(現任)

2001年7月
2012年12月
2014年12月
2016年7月

当社入社
当社取締役就任
当社常務取締役就任 (現任)
（株）AbemaTV取締役就任 (現任)

2006年4月
2009年4月
2012年12月
2018年10月

当社入社
（株）CyberZ 代表取締役就任 (現任)
当社取締役就任
当社常務取締役就任 (現任)

2011年4月
2014年4月
2016年12月

当社入社
（株）アプリボット代表取締役就任 (現任) 
当社取締役就任就任 (現任) 

1998年4月
1999年4月
2008年12月
2016年12月

（株）伊勢丹（現（株）三越伊勢丹）入社
当社入社
当社取締役就任
当社取締役就任 (現任)

2001年4月
2010年12月
2014年10月
2018年12月

当社入社
当社取締役就任
当社アドテク本部　本部長就任(現任) 
当社取締役就任（再任）

2000年4月
2005年8月
2018年1月
2018年12月

エヌ・ティ・ティ・ソフトウェア（株）（現NTTテクノクロス（株））入社
当社入社
当社技術政策室 室長就任 (現任) 
当社取締役就任（新任）

2011年4月
2015年10月
2017年10月
2018年12月

当社入社
当社執行役員就任(現任) 
（株）AbemaTV　広告本部本部長就任(現任)
当社取締役就任（新任）

2008年4月
2012年4月
2014年6月
2016年12月

（株）リクルート（現（株）リクルートホールディングス）取締役副社長就任
（株）リクルート（現（株）リクルートホールディングス）取締役相談役就任
（株）リクルートホールディングス 取締役相談役退任
当社社外取締役就任(現任) 



監査等委員会

48ESG　 コーポレート・ガバナンス  監査等委員会

経営から独立的な立場にある常勤の取締役として、常に会社の状況を正しく把握し、認識

された課題を社外取締役とも共有しながら、経営の監督を行っていくことが役割だと考えてい

ます。 また、私は唯一の女性役員なので、知識や経験を生かしたバランスの良い議論の展開に

努め、取締役会の多様性を高めて参ります。

「経営の監督と、女性取締役ならではの視点を」 

取締役（常勤監査等委員）　塩月 燈子

・監査等委員である取締役は、取締役会その他の重要な会議に出席し、取締役の業務執行の

適法性・妥当性を監査・監督

・必要に応じて会社の役職員から報告及び説明を受け、主要な子会社や事業所の調査等を行う

・月１回の定例開催のほか、必要に応じて臨時開催

・2018年開催回数：監査役会 2回、監査等委員会11回

取締役

塩月 燈子 

常勤監査等委員
監査等委員会委員長

取締役会
監査役会
監査等委員会

9,600 株 社外取締役

堀内 雅生

監査等委員

 45,800 株 社外取締役

沼田 功

監査等委員

64,683 株

独立 独立

監査等委員会の構成

取締役会
監査役会
監査委員会

取締役会
監査役会
監査委員会

13/13 回出席
2/2 回出席

11/11 回出席

12/13 回出席
2/2 回出席

11/11 回出席

13/13 回出席
2/2 回出席

11/11 回出席

コーポレート・ガバナンス

取締役（常勤監査等委員）　塩月燈子

※役職、氏名（2018年12月14日現在）　　※保有株式数（2018年11月末現在）

※独立役員：東京証券取引所の定めに基づく独立役員



執行役員一覧

49ESG　 コーポレート・ガバナンス  執行役員一覧

佐藤 洋介　執行役員
クリエイティブ統括室

武田 丈宏　執行役員
人事管轄

谷口 達彦　執行役員
（株）AbemaTV

宮田 岳　執行役員
インターネット広告事業本部

石井 洋之　上級執行役員
インターネット広告事業本部

石田 裕子　執行役員
人事管轄

小池 英二　執行役員
インターネット広告事業本部

藤井 琢倫　執行役員
（株）AbemaTV

佐藤 真人　執行役員
全社システム本部

コーポレート・ガバナンス

※氏名、役職、担当管轄（2018年10月3日現在）



取締役および取締役会

取締役（現監査等委員である取締役を含む）

を対象として取締役会の実効性に関するア

ンケートを2018年9月27日に実施しました。

取締役会の実施回数、上程されている議案

の範囲・分量及び資料の内容等については

問題なく、十分な時間を確保し、審議を行っ

ており、取締役は、各々の管掌のみならず、

全社の事業拡大・集中と選択・企業価値

向上に寄与するような意思決定を、予算や

業績予想、事業・経営に影響するリスク等

に関して議論した上で適切に実施している

との結果となりました。

取締役会の実効性についての
分析・評価

取締役会

・社外取締役３名を含む取締役15名から構成

・月１回の定例開催のほか、必要に応じて臨時に開催

・2018年度開催回数：13回

50ESG　 コーポレート・ガバナンス  取締役および取締役会

コーポレート・ガバナンス 社外取締役の選任理由

中村 恒一 中村恒一氏は、長年に渡り(株 )リクルートホールディ

ングスにおける経営全般の経験を有しており、2016年

12 月の社外取締役就任以来、これまでの豊富な経験・

知識を基に当社の経営・企業価値、人材が資産である

というカルチャーを理解した上で、人材・組織力の

強化等についての有益な社外取締役としての提言を

しております。

また、これまで、コーポレートガバナンス及び内部統制

の改善・強化の場面において、豊富な経験と独立した

客観的立場から実践的に多くの指摘や助言があり、

今後も引き続き取締役会の意思決定に際して適切な

助言を期待できることを考慮して、独立役員としての

職務を適切に遂行できるものと判断いたしました。

当社は、同氏が、東京証券取引所の定める独立性基準

を満たしており、また、一般株主と利益相反の生じる

おそれがないものと判断し、独立役員及び社外取締役

に指名しております。

堀内 雅生 堀内雅生氏は、1998年に当社社外監査役に就任して

いますが、(株) USEN-NEXT HOLDINGSにて長年に

渡り内部統制や管理部門の責任者を勤め、その豊富な

経験を活かし、当社内部統制について有益な提言を

しております。また、税理士としての財務・経理・税務

に関する豊富な経験・知識に基づき、当社の経営の

監視を客観的に行い、適切な助言等をすることで、コー

ポレートガバナンスの一層の強化に寄与しています。

また、同氏は、当社事業グループのビジョンと事業

内容への深い理解に基づき、そこから発生しうるリス

ク等について事前に予見し、経営陣と忌憚のない議論

を交わし、必要な場合には厳しい意見も率直に述べて

いることからも、高い独立性が求められる独立役員

及び社外取締役として適任であると考えております。

当社は、同氏が、東京証券取引所の定める独立性基準

を満たしており、また、一般株主と利益相反の生じる

おそれがないものと判断し、独立役員及び社外取締役

に指名しております。 

沼田 功 沼田功氏は、2000年に当社社外監査役に就任して

いますが、12 年間大和証券(株)にて従事した後、その

知識を活かし、IPOコンサルタント等を主とするコン

サルティング会社を設立し、経営者として有している、

経営・株式市場に関する豊富な経験、知識等に基づき、

当社の経営の監視を客観的に行い、有益な提言をして

おり、業務執行全般の監査機能強化ならびに経営の

透明性を確保してコーポレートガバナンスの一層の

強化を図ることに寄与しています。

また、同氏は、当社の主幹事証券会社である大和證券

(株)（現(株)大和証券グループ本社）において1988年

４月から2000年 6月まで勤務しておりました。しか

しながら、同氏は同社の経営に関与する要職に就任し

たことはなく、同社を退職して既に18年以上が経過

しており、退職後は同社との間に特別な取引関係はあ

りません。これらのことから当社といたしましては、

独立性は十分に保たれていると考えております。

当社は、同氏が、東京証券取引所の定める独立性基準

を満たしており、また、一般株主と利益相反の生じる

おそれがないものと判断し、独立役員及び社外取締役

に指名しております。



社外取締役インタビュー

取締役会では、非常に活発な議論が行われています。創業者である藤田社長のワンマン

ぶりはあまりなく、経営陣が思ったことを忌憚なく発言されているという印象です。

議案に対して、単なる議論に終わらせず、その場で結論、方向性がでるように建設的な

話し合いがなされています。

社外取締役の役割は、取締役会の活性化をはかると共に、経営を監督し、コーポレート・

ガバナンスを十分に機能させることだと考えています。

そして、社内の視点だけではなく、社外、株主の皆さまの視点を大切にしながら、自身の

これまでの経験や知識を生かした意思決定を行い、サイバーエージェントのさらなる成長へ

導いていけるように尽力します。

「株主の皆さまの視点を大切に、サイバーエージェントを成長へと導く」

社外取締役　中村 恒一
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コーポレート・ガバナンス

社外取締役　中村 恒一
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透明性の高い経営
コーポレート・ガバナンス

サイバーエージェントは、株主、投資家の皆さまに対し、透明性と公平性を基本に迅速な情報

提供に努めます。また金融商品取引法および東京証券取引所の定める適時開示規則に準拠した

情報、当社の判断により当社を理解していただくために有効と思われる情報につきましても、

タイムリーかつ積極的な情報開示を行います。

「ディスクロージャーポリシー」は77ページを参照。

情報開示の基本方針

株主の方々が十分な議案の検討時間を確保

できるよう、招集通知の発送早期化に努め

ており、法定期日より１週間以上前（株主総

会開催日３週間以上前）に発送するとともに、

発送日前に日本語版および英語版をコーポ

レートサイト、東京証券取引所のウェブサイト

及び議決権電子行使プラットフォームに公開。

インターネットを通じた議決権の行使は

2007 年より受け付けております。また、

より多くの株主の方々にご出席いただける

よう集中日を避けて定時株主総会の開催日

を設定し、第20 回定時株主総会は 2017 年

12月15日に開催、第21回は 2018 年12 月

14日に開催。株主総会第 1 部の事業報告

動画、第2部の会社説明会の模様や質疑応答

等は、コーポレートサイトにてご覧いただけ

ます。

株主総会に関する取り組み

ソーシャルメディアを通じた情報発信

サイバーエージェント
公式 Facebook ページ

サイバーエージェント
公式 Twitter

代表取締役 藤田晋
公式 Twitter

取締役 曽山哲人
公式 Twitter



53ESG　 コーポレート・ガバナンス  取締役報酬

取締役報酬
コーポレート・ガバナンス

サイバーエージェントの役員報酬等の額は、株主総会で承認された報酬限度額の範囲内に

おいて、取締役会より一任された代表取締役が各取締役（監査等委員である取締役を除く）

の役割、貢献度合い、業績等を総合的に勘案し決定。

監査等委員である取締役の報酬額は、監査等委員である取締役の協議により決定しています。

取締役報酬決定の方針 取締役報酬の額

支給人員 支給額区分

取締役 9名 407百万円

（うち社外取締役） （1名） （12百万円）

監査役 3 名 3百万円

3 名 14百万円取締役（監査等委員）

（2名） （6百万円）（うち社外監査役）

（うち社外監査役） （2名） （1百万円）

合計 15 名 426 百万円

（うち社外役員） （5 名） （19百万円）

※1 取締役の支給額は、ストックオプションとして付与した新株予約権に係る当事業

年度中の費用計上額（取締役128百万円）を含みます。

※2 支給人数は延べ人数です。実際の支給対象者は12名（うち社外役員3名）です。

当社連結業績に対する貢献意欲や士気を一層高めるとともに、企業価値の向上と経営体質のさらなる強化

を図ることを目的とし、ストックオプションを付与。

ストックオプション制度の導入

ストックオプション概要

支払い対象者
発行残高
想定払込総額

社内取締役、従業員、子会社の取締役、子会社の従業員
792,400株（発行済株式数（自己株式を含む）に占める割合 0.63%） 

542,941,000円
※2018年9月末日現在
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内部統制

サイバーエージェントは、グループ全体の持続

的な成長を実現するため I T 内部統制シス

テムの整備を推進し、運用・モニタリング

体制を構築しています。変化の速い事業

環境に柔軟に対応し、高い業務品質の維持

と向上に取り組んでいます。

内部統制の体制

取締役会

リスクコントロール
（リスクオーナー）

報告 助言

監査等委員会

事業部

各子会社

内部監査・モニタリング

リスク管理・モニタリング

リスク監視

法務・コンプライアンス室

財務経理室

人事コンプライアンス室

セキュリティ推進グループ

内部監査・モニタリング

モニタリング

有効性評価

内部鑑査室



55ESG　 リスク情報

インターネット市場およびゲーム市場の市場成長が阻害されるような状況が生じた場合、また、

インターネット広告市場においては景況感が悪化した場合には、当社の業績および財政状態に

影響を与える可能性があります。

業界動向について

業績の見通しは、当社判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。さまざまな

要因の変化により、実際の業績や結果と異なる可能性があります。また、将来の会計基準や税制

の大きな変更があった場合は、当社の業績および財政状態に影響を与える可能性があります。

経営成績の変動について

当社の事業領域においては、「特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及び発信者情

報の開示に関する法律」や、「不正アクセス行為の禁止等に関する法律」「消費者契約法」「不当

景品類及び不当表示防止法」「特定商取引に関する法律」「個人情報の保護に関する法律」「青

少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」「資金決済に

関する法律」「食品衛生法」等の各種法令、また、監督官庁の指針、ガイドライン等による規制

を受けております。また、音楽著作権については、著作権団体や著作隣接権保有者に対する

著作権使用料や許諾条件の変更または音楽著作権以外の新たな権利許諾等が必要となる場合

があります。これら法令の制定や改正、新たなガイドライン等や自主規制ルールの策定または

改定等が行われることにより、当社の事業が新たな制約を受け、業績及び今後の事業展開に

影響を与える可能性があります。また、当社の運営するサービスにおいて、違法行為によって

被害・損害を被った第三者より、サービス運営事業者として損害賠償請求等の訴訟を提起される

可能性があります。

法的規制について

当社は、グループ企業価値を最大化すべく、コーポレート・ガバナンスの充実を経営の重要課

題と位置づけ、多様な施策を実施しておりますが、事業の急速な拡大等により、十分な内部

管理体制の構築が追いつかない状況が生じる場合には、適切な業務運営が困難となり、当社

の業績および財政状態に影響を与える可能性があります。

内部管理体制について

十分な人材確保が困難となった場合や、代表取締役を含む役員、幹部社員に代表される専門

的な知識、技術、経験を有している役職員が、何らかの理由によって退任、退職し、後任者の

採用が困難となった場合、当社の業績および今後の事業展開に影響を与える可能性があります。

特定経営者への依存および人材確保に係るリスクについて

リスク情報 サイバーエージェントの事業展開において、リスク要因となる可能性がある主な事項を記載
しています。また、投資判断上重要であると考えられる事項については、積極的な情報開示
の観点から追加しております。当社は、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生
の回避および発生した場合の対応に努めてまいります。
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当社は、インターネットメディア事業等を通じて取得した個人情報を保有しており、「個人情報の

保護に関する法律」の規定に則って作成したプライバシーポリシーに沿って管理しております。

しかし、コンピューターシステムの瑕疵、実施済みのセキュリティ対策の危殆化、マルウェア・コン

ピューターウイルス、外部からの不正な手段によるコンピューター内への侵入、役職員・パートナー

事業者の過誤、自然災害、急激なネットワークアクセスの集中等に基づき個人情報が漏洩した

場合や個人情報の収集過程で問題が生じた場合、当社への損害賠償請求や当社の信用の下落等

の損害が発生し、業績および財政状態に影響を与える可能性があります。

個人情報の管理に係るリスクについて

地震や台風等の自然災害、テロ攻撃といった事象が発生した場合、当社の事業が大きな影響

を受け、混乱状態に陥る可能性があります。当社は、こうした自然災害等が発生した場合には、

適切かつ速やかに危機対策、復旧対応を行うよう努めていますが、自然災害、コンピューター

システムの停止、消失等の影響を完全に防止できる保証はなく、当該事象による営業活動へ

の影響、ブランドイメージの毀損、物的、人的な損害等が発生する可能性があります。

さらに、当社の拠点及びコンピューターネットワークのインフラは、サービスによって一定の

地域に集中しているため、同所で自然災害等が発生した場合には多大な損害を被る可能性が

あり、当社の業績及び今後の事業展開に影響を及ぼす可能性があります。

自然災害等に係るリスクについて

当社は、インターネットユーザー及び広告主の両方向に接点を持ったビジネスモデルを特徴と

しています。急激な進化を遂げるインターネットビジネスの中で事業拡大する上で、新規人材

の採用・設備の増強・事業開発費の発生等の追加出資が見込まれ、安定的に収益を生み出す

には時間がかかることが予想されること、さらに競合企業への優位性確保のため、価格競争に

よる収益性の低下・利用者獲得費用等の増大を伴う可能性があります。また海外へ事業展開

を行っていく上で、各国の法令、規制、政治、社会情勢、為替変動、競合環境をはじめとした

潜在的リスクに対処出来ないことも想定されます。また、当社は一般消費者を対象とするサー

ビスを展開していることから、予期せず風評被害を受け、当社のブランドイメージが毀損する

可能性があります。

今後の事業展開に伴うリスクについて

当社は、「AbemaT V」、ブログ、ソーシャルメディア、ゲーム、動画、音楽、情報サイト等、

インターネットを通じてコンテンツやサービスを提供しております。新規コンテンツの開発や

既存サービスの機能拡充、運営の安定化等により、ユーザーの獲得・維持を図っていく方針で

ありますが、幅広いユーザーに支持される魅力あるサービスの提供が出来ない場合には、当社

の業績および今後の事業展開に影響を与える可能性があります。

なお、当社では、ゲームの利用環境に関する市場の健全な発展を図ることを目的として、業界

団体と連携をとりながらさまざまな施策を実施しておりますが、これに伴うシステム対応、体制

強化や想定外の自体が発生した場合は、当社の業績および今後の事業展開に影響を与える可能

性があります。また、各カード会社、各プラットフォーム事業者、各通信キャリア等との契約に基

づきサービスを提供しておりますが、技術的な仕様の変更や、契約条件の変更、契約の解除や

その他不測の事態が発生した場合、当社の業績および今後の事業展開に影響を与える可能性

があります。

インターネットメディア事業およびゲーム事業に係るリスクについて

当社は、インターネット業界における技術革新、知的財産権ビジネスの拡大等に伴い、知的財

産権の保護に努め、当社役職員による第三者の知的財産権の侵害が発生しないよう、啓蒙及び

社内管理体制を強化しています。しかし、第三者が保有する知的財産権の内容により、当社

グループが第三者から知的財産権侵害の訴訟、使用差止請求等を受けた場合、解決までに

多額の費用と時間がかかり、当社グループの業績及び今後の事業展開に影響を与える可能性

があります。

知的財産権に係るリスクについて

コンピューターシステムの瑕疵、実施済みのセキュリティ対策の危殆化、マルウェア・コンピュー

ターウイルス、コンピューターネットワークへの不正侵入、役職員・パートナー事業者の過誤、

自然災害、アクセス増加等の一時的な過負荷等により、重要データの漏洩、コンピュータープロ

グラムの不正改ざん、システムダウン等の損害が発生する可能性があり、その結果、第三者から

の損害賠償請求、当社の信用下落等により、当社の業績および財政状態に影響を与える可能性

があります。

情報セキュリティに係るリスクについて
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投資先企業のうち、公開企業につきましては、株価動向によって評価益が減少または評価損が

増加する可能性があり、投資先企業の今後の業績によっては、投資が回収できず、当社グループ

の損益に影響を与える可能性があります。また、未公開企業につきましては、その将来性における

不確定要素により業績が悪化し、当社の業績、財政状態及び今後の事業展開に影響を与える

可能性があります。

投資育成事業に係るリスクについて

当社が展開する E C（電子商取引）事業では、商品管理体制や仕入先との契約締結を徹底して

おりますが、販売した商品に法令違反または瑕疵等があり、当該商品の安全性等に問題が生じた

場合、損害賠償責任等が生じる可能性があります。

EC 事業に係るリスクについて

当社は、スポーツ興行・イベント等の運営をはじめとするスポーツ事業を行っており、その興行

の際には多数の観客が来場することから、必要な防止措置等を講じているものの事故等が

発生する可能性があり、損害賠償責任等の発生や、信頼喪失等によって当社グループの業績に

影響を与える可能性があります。

スポーツ事業に係るリスクについて

当社は、「AbemaTV」周辺事業への参入とその強化や、既存事業のリソース・ノウハウを活

かせる事業など新たな事業領域への参入とその強化を通じた収益の多角化を重要視しており、

そのための手法の一つとして、M&A 等を含めた投融資を強化していきます。対象企業について

事前に可能な限り詳細な審査を行い、十分にリスクを検討した上で、M&Aを進めていきますが、

買収後に未認識債務の判明や偶発債務の発生等事前の調査で把握できなかった問題が生じ

ること、買収後の事業の展開等が計画通りに進まないこと等が生じた場合には、当社の業績、

財政状態及び今後の事業展開に影響を与える可能性があります。また、M&A 等により、当社

グループが行っていなかった新たな事業が加わる際には、その事業固有のリスク要因が加わる

こととなります。

M&Aに係るリスクについて

当社は、飲食店の運営等を行っており、品質管理・衛生管理を徹底していますが、万一、何らか

の事情により食品事故等が発生した場合には、損害賠償責任等の発生や、信頼喪失等によって

当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

飲食事業に係るリスクについて

インターネット広告は、広告主が広告費用を削減する等、景気動向の影響を受ける可能性や、

広告主の経営状態の悪化、広告の誤配信等により、広告代金の回収が出来ず媒体社等に対

する支払債務を負担する可能性があります。また、媒体社との取引が継続されず広告枠や

広告商品の仕入れが出来なくなったり、取引条件等が変更された場合や、顧客獲得のための

価格競争の激化により収益性が低下する等、当社の業績に影響を与える可能性があります。

さらに、アドテクノロジー広告においては、新たな技術や手法が出現した場合、当社が提供して

いるサービスの競争力が著しく低下する可能性があります。また、スマートデバイス向けのアド

テクノロジー広告では、スマートデバイスに搭載されるOSの提供者による規制やガイドライン、

機能の変更等により、当社の業績および今後の事業展開に影響を与える可能性があります。

インターネット広告事業およびアドテクノロジー事業に係るリスクについて



58ESG　 情報セキュリティ

情報セキュリティ

サイバーエージェントは、サービス運営上

多くのユーザーやクライアントの情報を

取り扱うため「情報セキュリティポリシー」

および「個人情報保護への取り組み（プラ

イバシーポリシー）」を策定し、情報資産の

保護および適正な管理を行っています。多く

のインターネットサービスを提供する企業と

して情報セキュリティの重要性を認識し、

全社組織による情報セキュリティマネジ

メント体制を整備。また、日本シーサート

協議会に加盟登録し、他社との緊密な連携

によりセキュリティ対策をさらに強化して

います。

・外部からの攻撃に対する監視システムの構築

・情報セキュリティに関する対応の取りまとめ

・リスク管理、対策の実施・運用

・事故時の情報収集、対応フォロー

・セキュリティに関する従業員教育

メディア事業、ゲーム事業、インターネット広告事業、全社システム、法務、広報、オフィス、内部監査、子会社、セキュリティ推進

ITセキュリティ戦略室を構成するメンバーの所属

各部門のセキュリティ担当者が集まるIT セキュリティ戦略室



CSR（社会的責任）

ESG

当社の運営するサービスやこれまで培ったノウハウを活かし

ながら、社会の持続的な発展に貢献できるよう取り組んで

まいります。

CSR （社会的責任）

59ESG　   CSR（社会的責任）（株）CA Tech Kidsによるプログラミング講座の様子



サイバーエージェントでは、運営するメディアサービスにおいて、青少年の保護及びすべての方に
安心、安全にご利用いただける環境を目指し、健全な運営のための取り組みを実施しています。

60ESG　  CSR「安心・安全なサービス」 メディア

悪質な目的でサービスを利用するユーザー

を検知し、排除するため、24時間 365日体

制で厳重なサービス監視を実施しています。

また、ユーザーによる通報システムを導入し、

不審なユーザーの報告を受けた場合、速や

かに調査を開始し利用規約違反が確認でき

た場合は、警告又は強制退会等の対応を行っ

ています。

24時間365日の監視体制

マッチングアプリで、メッセージのやり取り等、

連絡を取る機能を利用する際には、運転免

許証、国民健康保険被保険証書のほか、健

康保険被保険証書、共済組合員証、年金手帳、

旅券、外国人登録証明書等、公的身分証に

よる年齢確認を実施し、ユーザーが 18 歳以

上であることを確認した上でサービスの利用

を許可しています。

公的身分証明書による
年齢確認

会員登録時に入力いただいた生年月日情報

を元に、コミュニケーション機能等の利用制

限や、購入限度額の設置など、青少年保護

を目的とした取り組みを実施しています。

青少年の機能制限

2016 年 9月から監視オペレーション体制を

導入。24時間体制でサービス監視を実施し、

配信のさらなる安定化に取り組んでいます。

また、災害・緊急時には24時間リアルタイム

で報道し、インターネット時代の新たな情報

インフラとしての役割を果たすべく、常時安

定的な配信に努めます。

安定的な配信を可能にする
監視体制

対象サービス
Ameba、アメーバピグ、タップル誕生　等 

対象サービス
タップル誕生　等 

対象サービス
Ameba、アメーバピグ　等 

対象サービス
AbemaTV 

メディアCSR（安心・安全なサービス）
CSR（社会的責任）



サイバーエージェントの広告代理事業では、2017年から広告コンプライアンス体制を強化して
います。インターネット広告のリーディングカンパニーとして健全で透明な広告取引を推進し、
取引先の皆さまが安心して出稿できる広告代理店を目指します。

クライアント

広告コンプライアンス体制図
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61ESG　  CSR「安心・安全なサービス」 広告

取引先のみなさまが安心して広告出稿できるよう、2017年6月に24時間365日ブランドセーフ

監視を行う専門組織「ブランドセキュリティセンター」を設立。広告主のブランド価値の毀損を

防ぐと同時に、広告の機会損失を最小限にするサービス「CAブランドセキュリティ」により、広告

品質の高さを保ちながら、最大限の広告効果を追及いたします。

ブランドセキュリティセンター

広告事業を展開する事業部や子会社の販売管理の品質向上のため、整合性のチェック等随時管

理フローの見直しや、グループ内のノウハウ・ナレッジの連携を強化しています。

また、広告審査では提案する広告の内容が JIAA（日本インタラクティブ広告協議会）のガイドラ

インや法令を順守し、公序良俗に則しているかを審査しています。

コンプライアンス局

広告の健全性・安全性の向上を目指し、広告事業部門と法務・コンプライアンス室がグループ横

断で課題解決に注力。

海賊版・違法サイトに対する対策や、ブランドセーフティ、アドフラウド対策等、広告品質に関わる

多様な問題に対してグループ内で有する知見などを活用し、対策を講じています。

広告事業コンプライアンス委員会

CSR（安心・安全なサービス）
CSR（社会的責任）



サイバーエージェントでは、運営するゲームにおいて、青少年の保護及びすべての方に安心、
安全に楽しめるゲームの提供を目指しています。

ゲーム

62ESG　  CSR「安心・安全なサービス」 ゲーム

ゲームアイテムの購入に伴う利用金額について、月ごとに設定された金額に利用金額が至った場合、

利用者にアラートを通知し、過度な購入・利用を防止します。

利用金額のアラート

未成年者の月額の利用金額を制限しています。15歳以下を 5,000円、16歳以上19歳以下を

10,000円と上限金額を設定することで、未成年の過度な利用を防ぎ、利用者を保護します。

未成年者の利用金額を制限

提供するすべてのゲームにおいて、ゲームの ID やアイテムを金銭それに代わる金銭的価値の

あるものと売買取引をするRMT及び、他の利用者へ RMTの宣伝・告知・勧誘をすることを

禁止しています。このような行為を発見した場合、各ゲームの規約にのっとり、ゲームの全部

又は一部の利用停止、退会処分等の措置を実施しています。

リアルマネートレード（RMT）の禁止

一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会（CESA）（以下 CESA）が定める「ネッ

トワークゲームにおけるランダム型アイテム提供方式運営ガイドライン」に沿って、有料ガチャ

から得られるガチャアイテムについて、アイテムごとに個別の提供割合を表示することで透明性を

高めると同時に、イベントにより提供割合が変更となる場合も、変更された提供割合を表示する

ことで、より分かりやすい情報開示を行っています。

有料ガチャで得られる個別アイテムの提供割合を表示

ゲームの I Dやアイテムを金銭または金銭的価値のあるものと売買取引をする RMT 及び、他の

利用者へRMTの宣伝・告知・勧誘をすることを禁止しています。このような行為を発見した場合、

各ゲームの規約にのっとり、ゲームの全部又は一部の利用停止、退会処分等の措置を実施して

います。

自主パトロールにより、適切なゲーム運用がされているかどうか、RMT 等の不正行為やルール

違反となるコメント投稿などの有無を監視し、利用者のみなさまが安心・安全に利用できる

ゲーム環境の提供を行っています。

ゲーム内パトロールの実施 利用者のみなさまが安心して遊べるゲーム提供のため、ゲームごとに利用規約を定めるとともに、

公式サイトやゲーム内での啓発活動に努めています。

ゲームにおける法令遵守の徹底

CESAが定める「ネットワークゲームにおけるランダム型アイテム提供方式運営ガイドライン」に

賛同し、本ガイドラインを遵守したゲーム運営を行っています。

CESA「ネットワークゲームにおけるランダム型アイテム提供方式
運営ガイドライン」を遵守したゲーム運営

対象サービス 
（株）サイバーエージェント、（株）Cygames、（株）アプリボット、（株）ジークレスト、（株）サムザップ、（株）グレンジ、（株）
グリフォン、（株）GOODROID、（株）Craft Egg、（株）QualiArts
上記会社が提供するゲームを対象に、順次対応してまいります。

※アラート金額の設定はゲームによって異なります。

CSR（安心・安全なサービス）
CSR（社会的責任）



CSR「社会への取り組み」
地域社会への貢献

63ESG　  CSR「社会への取り組み」 地域社会への貢献

テックカンファレンス「 BIT VALLEY 2018」の様子

CSR（社会的責任）

2018 年、渋谷に拠点を構える IT 企業が一同となり、渋谷を IT 分野における世界的技術拠点に

することを目的としたプロジェクト「SHIBUYA BIT VALLEY（シブヤ・ビットバレー）」を開始

しました。初年度の取り組みとして、エンジニアを目指す学生や IT 業界に携わる若手エンジ

ニア1,000名を集めたテックカンファレンス「BIT VALLEY 2018」を9月に実施。なお、首都圏

以外に在住する学生102人に交通費を支給し、より多くのエンジニアを目指す学生が本カンファ

レンスへ参加できるよう、サポートしています。

日本の I T人材の不足が社会問題となるなか、テックカンファレンスの開催を中心に、渋谷の IT

企業のコミュニティ強化、交流の活性化を行ってまいります。

地域社会への貢献



2018 年開催のプログラミングコンテスト「Tech Kids Grand Prix」

64ESG　  CSR「社会への取り組み」 IT 人材育成

CSR「社会への取り組み」IT人材育成
CSR（社会的責任）

IT を活用し21 世紀をリードしていく人材を

育成することを目的に、ライフイズテック（株）

と合弁で、小学生向けプログラミング教育

事業を行う（株）CA Tech Kids（読み：シー

エーテックキッズ）を2013年5月に設立しました。

プ ロ グ ラ ミ ン グ ス ク ー ル「Tech Kids 

School」、プログラミング入門ワークショップ

「Tech Kids CAMP」の運営・開催を行い、

5年間で延べ 3 万人以上の小学生にプログラ

ミング学習の機会を提供しています。

ITプログラミングの知識や技術を身につける

ことはもちろんのこと、設計する力、表現

する力、物事を前に進める力などの力を育み、

「テクノロジーを武器として、自らのアイデア

を実現し、社会の能動的に働きかけることの

できる人材」の育成を目指しています。

また、CA Tech Kids では、小学校での出張

プログラミング授業や、プログラミング教育

に関する政策提言活動、行政機関への協力等、

公教育におけるプログラミング教育の導入・

普及推進のための活動を行っています。出張

プログラミング授業は、経済的・地理的な

制約に関わらず、すべての子どもたちに対し

プログラミング教育を受ける機会を提供した

いという思いから、全国の小学校や自治体を

訪問して実施しております。2015年11月には、

東日本大震災の被災地である岩手県陸前高

田市、福島県いわき市で実施しました。

IT人材の育成



地方を拠点とする子会社の設立を通して、

地方における雇用を促進しています。沖縄・

仙台等に拠点を持ち、843 名を雇用、スマー

トフォンサービス「Ameba」のコメント監視

業務や、インターネット広告事業における

ネット広告の運用を担っています。（2018年

9月末時点）

また、2016 年より新卒採用において、地方

大学生の採用を強化。地方大学への出張セ

ミナー・面談や現地選考会などを実施し、

全国 47都道府県での採用活動を開始しま

した。また、2017年より会社説明会をオン

ライン動画で展開しています。

積極的な人材投資

2007 年より障がい者雇用促進法に基づく

特例子会社サイバーエージェントウィルを

設立し、障がい者雇用の取り組みを本格化

しました。合同説明会への参加や各地で面接

会を実施することで採用力を高め、計画的

に雇用を拡大。高度なパソコンの能力や技術

を持った障がい者の雇用を積極的に行い、

2018年 6月に法定雇用率2.0％を達成しま

した。

現在、83名が入力などのオペレーション

業務、ヘルスキーパーなどを行っています。

（2018年 9月末時点）

障がい者雇用

沖縄拠点の様子

65ESG　  CSR「社会への取り組み」雇用機会の創出

CSR「社会への取り組み」雇用機会の創出
CSR（社会的責任）



災害情報を即時に掲載

AbemaTV緊急chを増設し被災者向け情報を提供

66ESG　  CSR「社会への取り組み」情報インフラ機能の強化

CSR「社会への取り組み」
情報インフラ機能の強化

CSR（社会的責任）

2016 年4月に開局したインターネットテレビ局「AbemaTV」は、スマートフォンで最新のニュース・

情報を無料で閲覧することができます。常時携帯しているスマートデバイスの利点を活かし、

緊急地震速報など災害等の有事には、緊急チャンネルを増設し、24 時間リアルタイムで被災者

向けの情報を提供。インターネット時代の新たな情報インフラとしての機能を担い、その社会的

役割の重要性を意識した事業活動を推進しています。

「AbemaTV」のニュースチャンネルによる被災地情報の発信



サイバーエージェントはスポーツ支援を通じて、スポーツ文化の発展や人材育成、地域社会
への貢献を目指しています。

CSR「社会への取り組み」スポーツ支援

サッカー

2018 年10 月、J リーグクラブ「FC 町田ゼル

ビア」がサイバーエージェントグループに参画

しました。本クラブは1977年の少年サッカー

チーム結成からその歴史をスタートさせ、「町

田に生まれ、町田で育ち、町田から世界へ」

という理念のもと、全国大会での小学生の

活躍を受けてジュニアユース（Ｕ15）、ユース

（Ｕ18）を結成、そして1989年にトップチーム

が結成されたという、地域・市民が作り上げ

たサッカークラブです。サイバーエージェント

も、創業来、人材の採用・育成・活性化に

力を入れてきました。「人材育成」という点

での親和性が高く、共に理念に共感したこと

から、グループ参画に至っています。早期の

Ｊ1ライセンス取得を目標に、必要となるイン

フラ整備へと着手することで、東京・町田発

世界に通じるビッグクラブへの成長を目指し

ます。

また、連結子会社の（株）Cygamesは、2017 年

よりイタリアのプロサッカー１部リーグセリエ

Ａに所属する「ユヴェントス F.C.（Juventus 

Football Club S.p.A.）」をスポンサードして

います。

67ESG　  CSR「社会への取り組み」スポーツ支援

CSR（社会的責任）

連結子会社の（株）AbemaTV は、2018 年より国内男子下部ツアー「AbemaTV ツアー」の

スポンサードをしています。若手ゴルファーの育成や原石発掘、および幅広い世代の番組視聴

を目指し、「AbemaTV」オリジナル施策を盛り込んだトーナメントを実施しています。

ゴルフ



サイバーエージェントは地球環境を保全し、持続可能な社会

の実現に貢献するため、環境負荷の低減と事業活動の効率

性の維持の両立に取り組んでいます。

環境への配慮

68ESG　  環境への配慮



社内文書、請求書、FAX受信用紙等を電子化し、

印刷による用紙の使用量を削減しています。

また、従業員のコンディション変化発見ツール

「Geppo（ゲッポウ）」の開発・提供や契約

資料の電子化を進め、業務を効率化すること

で、従業員が自身の業務に集中できる環境

をつくりだしています。

ペーパーレス化の促進

AbemaTVの撮影に使用しているスタジオで

は、スタジオ内照明にLEDを採用し、省電力化

による環境負荷の低減を図っています。LED

は熱線や紫外線などの有害光線放出が少な

く、出演者の方々の快適性向上にもつながっ

ています。

スタジオ照明のLED化

オフィス内の文書廃棄には、専用のリサイクル

ボックス「保護（まもる）くん」（株日本パー

プル）を利用し、機密保持とリサイクルを両立

しています。 2017年 4月～2018 年3月の

期間は、年間1,775.29本相当の森林伐採を

抑制し、約 51,146.3kgの二酸化炭素排出

抑制に寄与。2016年同期間と比較し12%

増の抑制量となりました。

機密保持とリサイクル

環境

69ESG　  環境への配慮



会社情報

04
サイバーエージェントは1998年に

創業。子会社を含め、現在国内

85拠点・海外8 拠点を設け、事業

展開しています。

70会社情報



沿革

1998 3月 東京都港区に「（株）サイバーエージェント」を設立

1999 4月 本店所在地を東京都港区北青山三丁目５番 30 号に移転

2004 9月 「Ameba」を開始

2009 4月

5月

スマートフォンに特化した広告代理事業を行う「（株）CyberZ」を設立

「（株）サムザップ」を設立し、ゲーム事業を本格的に開始

2014 9月

11月

東京証券取引所市場第一部へ市場変更

エイベックス・デジタル（株）との共同出資により音楽配信サービスを行う持分法適用関連会社「AWA（株）」を設立

2015 4月 コーポレート及び「Ameba」のブランドロゴを一新

（株）テレビ朝日との共同出資により動画配信事業を行う「（株）AbemaTV」を設立

2011 5月 ゲーム事業強化のため「（株）Cygames」を設立

2012 5月 スマートフォン向け「Ameba」を開始

2016 4月 （株）AbemaTVにおいて、インターネットテレビ局「AbemaTV」を開局

2018 10月  「AbemaTV」が開局から約２年半で 3,400 万ダウンロードを突破

2013 １月

5月

（株）サイバーエージェント FX（現ワイジェイ FX（株））の全株式を売却し、FX 事業から撤退

クラウドファンディングサービスを行う「（株）サイバーエージェント・クラウドファンディング（現・（株）マクアケ）」を設立

小学生向けプログラミング教育事業を行う「（株）CA Tech Kids」を設立

2000 3月

5月

東京証券取引所新興企業市場（マザーズ）に上場

本店所在地を東京都渋谷区道玄坂１丁目12番１号（渋谷マークシティ）に移転

モバイル関連事業を行う「（株）シーエー・モバイル」を設立

71会社情報　沿革



国内

海外

東京、大阪、名古屋、福岡、札幌、

仙台、金沢、京都、佐賀、岡山、沖縄

アメリカ（ニューヨーク、サンフランシスコ、グアム）

中国（北京）

台湾（台北） 

韓国（ソウル）

ベトナム（ホーチミン）

シンガポール（シンガポール） 

会社概要

拠点

本社所在地

代表取締役社長

設立

資本金

連結従業員数

事業内容

社名

〒150-0043　東京都渋谷区道玄坂 1丁目12番1号

藤田 晋

1998 年3月18日

7,203 百万円（2018 年9月末現在)

4,988名（2018 年9月末現在）

メディア事業

インターネット広告事業

ゲーム事業

投資育成事業

株式会社サイバーエージェント
CyberAgent, Inc.

※連結子会社を含む主な活動拠点

72会社情報

Tokyo

Osaka

Guam

Nagoya

Sapporo
Sendai

Seoul

Kanazawa

Kyoto

Okayama

Beiing

Taipei

Fukuoka

Okinawa

Saga

Ho Chi Minh City

Singapore

San Francisco

New York



株式情報

73会社情報　株式情報

大株主※

大量保有報告書

藤田 晋

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

NORTHERN TRUST CO.(AVFC)SUB A/C NON TREATY

THE BANK OF NEW YORK 133 524

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL

JP MORGAN CHASE BANK 385632

JP MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 385576

MSIP CLIENT SECURITIES

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口 5）

25,909,600

5,790,800

4,580,400

3,663,440

3,393,000

2,786,500

2,701,690

2,496,384

2,381,700

2,294,900

20.5%

4.6%

3.6%

2.9%

2.7%

2.2%

2.1%

2.0%

1.9%

1.8%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

所有株式数株主名 所有株式数の割合

ベイリー・ギフォード・アンド・カンパニー

JP モルガン・アセット・マネジメント株式会社

タイボーン・キャピタル・マネジメント（香港）リミテッド

11.11%

6.80%

5.14%

2015年4月21日

2018年10月19日

2018年10月29日

社名 比率 掲出時期

※2018年9月末現在

※2018年10月末現在

上場証券取引所

証券コード

発行済株式総数

株主数

東京証券取引所　市場第一部

4751

126,426,600 株

12,668 名

所有者別株主分布状況

外国法人等

48.6%

証券会社

3.5%

信託銀行・他金融

18.6%

個人・その他

28.6%

自己株式　0.5%

国内法人　0.4%

※2018年9月末現在

45_ 株式情報



IR サイトでの情報開示やカンファレンスの参加、機関投資家との面談を通じて、サイバー
エージェントの経営方針や事業戦略等に関して、理解促進を行っています。2018年9月
には日経平均株価の構成銘柄に採用され、現在ESGインデックスを含む合計６つの指数
に組入れられました。今後も情報開示の重要性を認識し、IR活動の向上に努めます。

IR活動

74会社情報　IR活動

新たに日経平均株価を構成する225銘柄に採用、２つのESGインデックスを含む、

計６つの指数に組み入れ

個別ミーティングを行った機関投資家の人数

決算説明会

海外ロードショー

841名

4回

1回

2014 年

2015年

2017年

2018年

※ESGインデックス

JPX 日経インデックス 400

FTSE オールワールド指数

MSCI ジャパン ESG セレクト・リーダーズ指数 ※

MSCI 日本株女性活躍指数※

MSCI Japan Index

日経平均株価を構成する225銘柄に採用

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

第1四半期

決算発表 ● 通算決算発表
● 第１四半期
　 決算発表

● 第2四半期
　 決算発表

● 第3四半期
　 決算発表

配当

株主総会

有価証券
報告書

第2四半期 第3四半期 第４四半期

● 期末配当支払 配当基準日 ●

● 定期株主総会

● 有価証券報告書提出

組み入れ指数FY2018活動実績



IR受賞歴

75会社情報　IR受賞歴

インターネットセクター「Most Honored Companies」第１位のほか、計10部門で受賞

第１位

第2位

第１位

第１位

第１位

第１位

第3位

バイサイド、セルサイドより選出 （ 2年連続2位 ）

宮川 園子 －バイサイド、セルサイドより選出 （ 6年連続 TOP3 ）

バイサイド、セルサイドより選出 （ 2年連続 TOP3 ）

バイサイド、セルサイドより選出 （ 本年より新設部門 ）

バイサイド、セルサイドより選出 （ 本年より新設部門 ）

バイサイド、セルサイドより選出 （ 2年連続TOP3 ）

2017年10月にリニューアルした当社コーポレートサイトにて受賞

2018年9月フォーブス社が選出するアジアの優良上場企業50社に選出（ 3年連続、3回目）

The All-Japan Executive Team 2018

Most Honored Companies

Best CEO

Best IR Professional

Best IR Programs

Best ESG/SRI Metrics

Best Corporate Governance

Best Analyst Days

大和インベスター・リレーションズ 2017年インターネット IR・優良賞

アジアの優良上場企業「Fab 50」 

2018年11月2007年から2018年までの12年間を審査対象とした「IR向上企業」、「IR 継続企業」に選出日本IR協議会の「IR向上企業」、「IR 継続企業」に選出



2016 年より株主＆投資家向け動画コンテンツとして開設し、合計20 本の動画を掲載しています。 独自の仕組みやカルチャー、社会貢献等の記事を掲載しています。

76会社情報　IRサイトでの発信強化

IRサイトでの発信強化 コーポレートサイトは、2017年10月にデザインを一新し、各デバイスに適した表示対応
やオウンドメディアを活用した情報発信を強化。決算・財務情報だけでなく技術力・競争
優位性・ガバナンス・女性活用等、定性的な情報も積極的に発信しています。

「IRチャンネル」 「IRチャンネル」へ オウンドメディア「FEATUReS」

第 3弾「インターネット広告事業の強さを探る」 第 4弾「社外取締役から見たサイバーエージェント」

第7弾「新規事業を育てる仕組みスタートアップJJJ」 第16弾「『運用力』ロングヒットタイトルを創る力」

「ガバナンス強化の取組について社外取締役３名へ」 「女性社員が自ら創る、新しいカルチャー」

「新卒インフラエンジニアが描く技術の資産化計画」 「テクノロジーとクリエイティブで、インターネット
広告の未来を創る」

「FEATUReS」へ

https://www.cyberagent.co.jp/ir/ir_channel/
https://www.cyberagent.co.jp/way/features/


77会社情報　ディスクロージャーポリシー

（株）サイバーエージェント（以下「当社」という）

は、株主、投資家の皆様に対し、透明性と公

平性を基本に迅速な情報提供に努めます。

金融商品取引法および東京証券取引所の定

める適時開示規則に準拠した情報の開示に

努めるほか、当社の判断により当社を理解

していただくために有効と思われる情報に

つきましても、タイムリーかつ積極的な情報

開示に努めます。

ディスクロージャーの基本方針

適時開示規則に該当する情報の開示は、

同規則に従い、東京証券取引所の提供する

適時開示情報伝達システム（TDnet）にて公開

しています。公開した情報は、原則として当社

IR サイト上に速やかに掲載することとして

います。また、適時開示規則に該当しない

情報についても、適時開示の趣旨を踏まえ、

資料配布又は当社 IR サイトに公開すること

により正確かつ公平に当該情報が投資家の

皆さまに伝達されるよう努めます。

情報開示の方法

当社では、当社が株式上場している東京証券

取引所に提出する業績予想に加えて、その

他の方法により、業績見通しに関する情報

を提供する場合があります。また、ニュース

リリース、決算説明会やアナリストミーティ

ング等における質疑 応答等には、計画、

見通し、戦略等に関する情報が含まれる

場合があります。それらの情報は、作成時点

で入手可能な情報に基づき当社の経営者が

合理的と判断したもので、リスクや不確実性

を含んでいます。実際の業績は様々な要素

により、これら見通しとは大きく異なる結果

になりうることをご承知おきください。

将来の見通しに関して

当社は、重要な会社情報の漏洩を防ぎ公平

性を確保するため原則として「決算期日の

2週間前から決算発表日まで」の一定期間

を沈黙期間としています。この期間中は、

決算に関する質問への回答や、関連する情

報に関するコメントを差し控えます。ただし、

当該期間中であっても、投資家の皆様の投資

判断に多大な影響を与えると判断した重要

事実が発生した場合は、この限りではあり

ません。

沈黙期間に関して

ディスクロージャーポリシー



本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、資料作成時点において当社が

入手している情報に基き策定しているため、リスクや不確実性を含んでおり、当社がその実現を

約束する趣旨のものではありません。

実際の業績は、経済環境の変化や提供するサービスの動向等の様々な要因により将来の見通し

等と異なる場合があります。

将来情報に関するご注意 お問い合わせ先

ファクトブックのダウンロード

IR に関するお問い合わせはこちら

お問い合わせフォーム

（株）サイバーエージェント

IR・SR 室

将来情報に関する注意事項・問い合わせ先 

78会社情報　将来情報に関する注意事項・問い合わせ先

Excel

https://www.cyberagent.co.jp/files/user/docs/trend5year.xlsx
https://www.cyberagent.co.jp/form/id=3





